
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
竜
爪
経
由
清
水
区
山
間
地
域
視
察
」 

 

広
大
な
中
山
間
地
域
を
有
す
る
静
岡
市
。

山
す
じ
の
集
落
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
、
山
間

地
域
を
ヨ
コ
の
ラ
イ
ン
で
道
路
を
つ
な
げ
、

文
化
交
流
な
ど
行
き
来
が
出
来
な
い
だ
ろ

う
か
？
山
間
地
の
活
用
は
静
岡
市
の
特
徴

の
一
つ
と
な
り
ま
す
。 

                                
  

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17 年 10 月 31 日 

交通事故に対して静岡市への要望書を市長へ提出しました。 

静岡市議会 

自由民主党 
静岡市議団 

会派広報 

発行：自由民主党静岡市議団広報担当 

第２号 

南
ア
ル
プ
ス
を 

世
界
自
然
遺
産
に
！ 

 

私
た
ち
は
静
岡
市
の
特
徴
を
生
か
し
た
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。 

                    

 

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
〜
二
日 

 

井
川
地
区
環
境
視
察
に
て 

●
広
大
で
豊
か
な
自
然
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

為
に
も
、｢

南
ア
ル
プ
ス
を
世
界
遺
産
に｣

 

●
緊
急
・
災
害
対
策
の
為
に｢

消
防
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー｣

を
静
岡
市
に
も
導
入
を 

自民党は変わった！本当に変わった！ 

平成 17年 11 月 15 日 

｢平成 18 年度予算編成｣について 

要望書を市長へ提出！！ 
特徴としては新たな取り組みとして減らす予算 

要望をしました。(増やすだけでは無責任でダメ) 

●全ての記念品廃止を 
(１部の人たちしかもらえない) 

●各補助金を統合し市独自の｢まちづくり交付金｣

に(一律の支援ではなく地域が特徴を持つ為に) 

●郵送費の削減 

●特殊勤務手当ての見直しを 

●退職時の２階級特進の廃止を 

そして、議員も予算削減を！ 

11 月 21 日には議長を訪問し｢議会改革｣として３

項目の提言を行いました。 

①費用弁償の廃止 

②行政視察､特別委員会視察の廃止 

③｢広報しずおか｣と｢議会便り｣の統合 

会派での取り組み 

を紹介します。 

 

日々勉強を行い政令市に 

ふさわしい議員に 

「
新
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」 

 

清
水
地
区
を
新
た
に
加
え
、
政
令
市
と
し

て
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
勉
強
を
し
ま
し

た
。
静
岡
市
全
域
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
と
道

路
計
画
に
加
え
、
今
回
は
区
ご
と
の
計
画
も

作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
心
市
街
地
を
ど
う

生
か
す
か
も
政
令
市
と
し
て
は
重
要
で
す
。 

 

編集後記 
 
広報誌第二号、いかがでしたでしょうか？

「私たち議員が日頃、どんなことをやって

いるのか？」少しでもご理解をいただけれ

ば幸いです。市議会議員は身近で市民の声

が一番に届き易いと言われますが、話をす

る機会はなかなかありませんよね。是非と

もいろいろなご意見を頂きたいと思いま

す。ちなみに・・第一号では貴重なご意見

を一人の方から頂きました。ありがとうご

ざいます。 
 

＜発行責任者＞ 

自由民主党静岡市議団広報担当 

佐地・亀澤・深澤 

〒420-0853 静岡市葵区追手町５番１号 

054-254-2111（内線 4511） 

自民党市議団活動日程 
 
９月２１日 政務調査勉強会（まちづくりについて 

イオンショッピングセンターについて） 

１０月３１日 第１回秋期研修会（来年度予算に対しての要望作成） 

  交通事故に対して静岡市への要望書を市長へ提出 

１１月１～２日 井川地区環境等視察 

１１月１１日 第２回秋期研修会（来年度予算に対しての要望作成） 

１１月１５日 平成１８年度予算編成に伴う要望書を市長へ提出 

１１月１８日 第３回秋期研修会（下水道料金について） 

１１月２１日 ｢議会改革｣３項目を議長へ提言 

１１月２２日 竜爪山経由清水区山間地域視察 

１１月２４日 第４回秋期研修会（市内中学校における生徒指導の 

現状と課題） 

１１月２８日 第５回秋期研修会（道路特定財源について） 

１２月１３日 新都市計画マスタープラン勉強会 

１２月１４日 道路整備プログラムについて 

１２月１５日 ｢登下校の安全性確保について｣学校教育課と話し合い 

「
教
育
問
題
に
つ
い
て
」 

 

●
小
中
学
校
の
二
学
期
制
の
効
果 

●
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業 

●
学
校
施
設
の
安
全
対
策 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

悩
め
る
児
童
、
生
徒
が
多
い
時
代
で
す
。

来
年
度
予
算
で
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
増
員
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。 

                 

平
成
十
七
年
八
月
十
九
日 

こ
ん
に
ち
は 

市
議
会
の
会
派
広
報
を 

深
澤
陽
一
が 

お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

深澤 陽一 (２９歳)   清水区興津中町在住 
 

家族構成：単身 
 
趣  味：野球、サッカー、バレーボール、邦画鑑賞 

「
登
下
校
の
安
全
性
確
保
に
つ
い
て
」 

  

児
童
生
徒
を
狙
っ
た
事
件
が
全
国
各
地

で
起
こ
り
保
護
者
も
心
配
が
続
き
ま
す
。
安

全
確
保
の
為
、
学
校
教
育
課
と
の
話
し
合
い

を
行
い
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
第２の市民の森 竜爪と林道の現地にて 

 
 
 
 
 
 
 
 
竜爪･富士見台にて鮮やかな富士山 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

テ
ー
マ
は
、｢

決
ま
っ
た
こ
と
を
市
民
に
知
ら
せ

る
責
務｣

と
題
し
、
福
祉
行
政
で
２
点
、
消
防
行
政

で
１
点
聞
き
ま
し
た
。
福
祉
で
は
、
障
害
者
自
立
支

援
法
の
流
れ
と
内
容
・
問
題
点
、
障
害
者
協
会
の
設

立
に
つ
い
て
伺
い
、
消
防
は
２
０
０
６
年
６
月
１
日

か
ら
、
個
人
の
住
宅
に
も
火
災
報
知
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
市
の
対
応
を
質
問

し
ま
し
た
。 

井
上 

恒
弥 

議
員 

葵
区 

３
期 

   

 

１
点
目
は
ご
み
処
理
の
観
点
か
ら
西
ケ
谷
、
清
水

八
坂
清
掃
工
場
の
今
後
に
つ
い
て
、
ま
た
生
ご
み
処

理
方
法
の
見
直
し
を
提
案
。
２
点
目
は
建
設
入
札
制

度
の
事
務
的
な
部
分
へ
の
質
問
と
、
市
民
・
業
界
が

納
得
す
る
仕
組
作
り
、
コ
ン
ペ
方
式
導
入
を
提
案
。

３
点
目
は
市
税
滞
納
や
曖
昧
な
減
免
措
置
等
の
課

題
を
踏
ま
え
、
更
な
る
コ
ス
ト
削
減
、
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
財
政
運
営
を
要
望
。 

青
木 

一
男 

議
員 

清
水
区 

３
期 

   

 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
幅
広

い
「
特
別
支
援
」
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
、
特

別
支
援
教
育
を
皮
切
り
に
質
問
を
行
い
、
医
療
・
保

険
・
福
祉
・
教
育
・
労
働
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の

た
め
、｢

発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー｣

の
建
設
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。
ま
た
若
年
世
帯
へ
の
住

宅
供
給
策
と
し
て
、
民
間
の
賃
貸
住
宅
の
借
り
上
げ

に
つ
い
て
質
問
し
、
当
局
か
ら｢

実
施
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
う｣

旨
の
答
弁
を
頂
き
ま
し
た
。 

佐
地 

茂
人 

議
員 

駿
河
区 

２
期 

   

 

前
回
に
続
き
環
境
関
連
で
２
点
質
問
し
ま
し
た
。

興
津
川
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
方
々
の
思

い
や
活
動
を
通
じ
て
、
今
ま
で
以
上
に
親
し
み
を
持

て
る
川
に
し
て
い
く
為
に
現
状
の
課
題
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
質
問
し
、
そ
の
事
も
踏
ま
え
こ
れ
か
ら

の
環
境
行
政
は
、
よ
り
専
門
的
且
つ
広
域
に
わ
た
る

為
、
研
究
員
と
し
て
人
材
を
確
保
す
べ
き
と
の
考
え

を
提
案
し
ま
し
た
。 

深
澤 

陽
一 

議
員 

清
水
区 

１
期 

   

 

今
回
は
教
育
行
政
、
特
に
「
開
か
れ
た
学
校
」
と

｢

輝
く
教
師｣

の
実
現
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
調

理
室
な
ど
の
特
別
教
室
や
余
裕
教
室
を
、
公
民
館
的

に
地
域
の
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
開
放

し
、
学
校
と
地
域
社
会
が
相
互
の
信
頼
関
係
築
き
な

が
ら
、
先
生
方
が
威
厳
と
輝
き
を
も
っ
て
の
び
の
び

と
指
導
で
き
る
環
境
を
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
つ

く
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。 

牧
田 

博
之 

議
員 

清
水
区 

１
期 

   

 

９
月
議
会
で
取
り
上
げ
た｢

南
ア
ル
プ
ス
の
世
界

自
然
遺
産｣

登
録
に
対
し
て
、
会
派
全
体
と
し
て
取

組
む
こ
と
と
な
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
利
用
し
て
の

大
掛
か
り
な
視
察
を
実
施
し
た
成
果
を
踏
ま
え
、
運

動
の
輪
を
大
き
く
広
げ
た
い
と
の
想
い
や
政
令
市

静
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の

方
向
性
を
質
す
た
め
に
４
つ
の
項
目
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。 

増
田 

進 

議
員 

葵
区 

２
期 

   
 

『
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
話
』
と
称
し
て
、
道
路
行
政
と
公
共
施

設
の
利
用
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

市
道
、
赤
道
、
農
道
、
私
道
の
道
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
行
政
の
責
任
を
ど
こ
ま
で
と

す
る
か
な
ど
、
伺
い
ま
し
た
。
公
共
施
設
で
は
、
公
民
館
の

休
館
日
と
優
先
使
用
に
つ
い
て
伺
い
、
使
い
勝
手
の
良
い
施

設
と
な
る
よ
う
、
意
見
を
添
え
ま
し
た
。 

井
上 

恒
弥 

議
員 

葵
区 

３
期 

   
 

初
め
て
の
総
括
質
問
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

１
点
目
は
、
魅
力
あ
る
登
呂
公
園
と
登
呂
遺
跡
の
再
整
備
事

業
に
つ
い
て
で
す
。 

登
呂
遺
跡
再
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
と
最
終
的
に
は
、
ど
の

様
な
公
園
に
な
る
の
か
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。 

２
点
目
は
本
市
が
進
め
る
高
齢
者
福
祉
事
業
・
Ｓ
型
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
と
課
題
・
今
後
の
改
善
に

つ
い
て
、
高
齢
者
福
祉
に
対
す
る
当
局
の
考
え
方
を
質
問
い

た
し
ま
し
た
。 

亀
澤 

敏
之 

議
員 

駿
河
区 

１
期 

   
 

観
光
行
政
の
課
題
は
何
か
↓
本
市
の
観
光
は
滞
在
時
間
が
短

く
、
通
過
型
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
。
宿
泊
客
を
多
く
す
る

策
が
必
要
。
学
ぶ
遊
ぶ
体
験
す
る
な
ど
「
参
加
体
験
型
」
へ

の
展
開
が
必
要
で
あ
る
。
☆
防
災
訓
練
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
、

自
主
防
補
助
金
に
つ
い
て
↓
訓
練
は
年
間
１
３
０
回
延
べ
八

万
人
参
加
、
リ
ー
ダ
ー
も
２
５
０
０
人
養
成
。
補
助
金
は
未

交
付
。
組
織
に
は
補
正
予
算
で
対
応
を
。 

近
藤 

光
男 

議
員 

駿
河
区 

６
期 

   

 

１ 

用
宗
・
石
部
海
岸
の
浸
食
に
つ
い
て 

（
１
）
用
宗
・
石
部
海
岸
の
養
浜
事
業
に
つ
い
て 

２ 

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て 

３ 

公
社
で
も
っ
て
い
る
土
地
に
つ
い
て 

（
１
）
処
理
の
方
法
は 

４ 

蛇
塚
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て 

（
１
）
公
社
所
有
及
び
借
用
の
土
地
に
つ
い
て 

５ 

固
定
資
産
税
の
減
免
に
つ
い
て 

（
１
）
ど
の
よ
う
な
と
き
に
固
定
資
産
税
が
減
免
と
な

る
の
か 

（
２
）
適
正
で
な
い
減
免
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か 

田
形 

清
信 

議
員 

駿
河
区 

３
期 

    

①
情
報
化
の
取
り
組
み 

 
 

大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
競
争
原
理
の
働
く
オ
ー
プ
ン 

 
 

シ
ス
テ
ム
に
２
３
年
度
ま
で
に
切
り
換
え
る 

②
震
災
対
策 

防
災
倉
庫
は
都
市
公
園
に
設
置
可
能
。
発
災
時
に
仮
設
住

宅
約
２
万
戸
を
公
園
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
学
校
用
地
に
設

置 

③
北
口
駐
車
場
エ
キ
パ
に
つ
い
て 

エ
キ
パ
の
平
均
利
用
台
数
が
１
日
１
，
１
０
０
台
を
こ
え
、

他
市
と
比
べ
高
利
用
率
で
６
，
８
０
０
万
円
の
黒
字 

石
上 

顕
太
郎 

議
員 

葵
区 

３
期 

   
 

１ 

財
政
の
見
直
し 

今
後
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務
費
が
増
え
る
。

そ
の
中
で
押
さ
え
ら
れ
る
の
は
人
件
費
だ
。
公
私
の
格
差

あ
り
削
減
を
求
め
た
。
…
初
の
給
与
下
げ
、
特
殊
勤
務
手

当
て
や
退
職
昇
給
制
度
廃
止
す
る
。 

２ 

環
境
行
政 

「
清
流
の
都
」
の
創
造
を
目
指
し
、
環
境
指
標
を
設
け
評

価
す
る
べ
き
だ
。
温
暖
化
対
策
で
は
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
効

果
を
得
て
、
冬
の
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
に
取
り
組
め
。 

千
代 
公
夫 

議
員 

葵
区 

３
期 

平成１７年１１月定例会 総括質問では 平成１７年９月定例会 総括質問では 

   
 

①
市
内
に
お
け
る
身
体
及
び
知
的
障
害
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
現
状
と
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て(

特
に
清
水
区
） 

②
北
養
護
清
水
分
校
の
狭
隘
化
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
問
し
清
水
区
に
中
高
一
貫
の
養
護
学
校
の
設
置
を
強
く

要
望
し
た
。 

③
市
の
建
築
物
な
ど
の
設
計
発
注
の
方
法
及
び
設
計
事
務
所

の
選
定
方
法
。
市
と
し
て
の
思
い
、
考
え
方
、
チ
ェ
ッ
ク
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。 

遠
藤 

裕
孝 

議
員 

清
水
区 

２
期 

   
 

政
令
市
と
な
り
、
市
民
が
は
じ
め
て
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
で
き
る
目
標
に
な
る
よ
う
「
南
ア

ル
プ
ス
の
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
」
と
、
都
市
住
民
が
中
山

間
地
に
居
住
す
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
時
代

が
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
「
茶
業
や
林
業
を
中
心
と
し
た
山

間
地
振
興
策
」
に
つ
い
て
、
要
望
を
含
め
た
提
案
型
の
質
問

を
行
い
ま
し
た
。 

繁
田 

和
三 

議
員 

葵
区 

１
期 


